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① 物価高騰対策について 
 私たちの主食である米の価格高騰など、本町でも住民、消費者は食材費を中心に
生活費の対応に苦慮をしている方が多いことは、町としても把握していると思いま
す。 
 中小事業者向けには、物価高騰による町内事業者への影響を緩和することを目的
に、物価高騰対策支援補助金制度が設けられています。また、省エネ家電購入補助
も実施されましたが、高額商品であることと、「買い換え」であり利用者が限定され
る政策であります。 
 そこで、広く一般消費者への支援および地元自営業の振興を目的に、さらなる物
価高騰対策が必要と考えます。 

 物価高騰対応重点支援交付金のうち、本町が使える残額があるならば、それも含
め有効活用すべきと考え質問します。 
 複数の住民にどのような物価対策を希望するか意見を聴取したところ、過去に実
施したプレミアム付き商品券が恩恵を感じたとの感想が少なくありませんでした。
商品券は現金が商品券に置き換わるだけという意見もあり、そのことも否定はしま
せんが、補助が付く分本来の額よりお得に購入できる点、各家庭の経済状況に応じ

て購入冊数を選択できることと、期限付きであるため必ず消費のために使われるこ
と、町内事業者の振興につながることなどから、広く恩恵が行き渡ることも事実だ
と考えます。特に主食である米の物価高騰が収束する気配が当面見えない中でもあ
り、４万人近くが生活する住宅の町である本町ではニーズと効果があると考えま
す。商工会などと協議し実施する考えはありませんか。 

 
② 本町の実施事業の公平性について 
 本町が独自で行なっている事業のうち、公平性や偏りが気にかかる事業がありま
す。 
 以下の２つの事業について公平性に問題がないか伺います。 
（１）長与町健康ポイント事業の毎月の測定が特定の女性専用の店舗ででも実施で

きるようになっています。実際に参加が可能なのは「女性」となっています。
女性に多く見られる骨粗鬆症や更年期の症状を緩和する健康講座であれば理解
ができますが、測定会の内容を見ると食品、栄養剤、スタジオレッスンの特典
が参加した女性にだけに付与され、さらに「女性の美容」についての講座を受
けられるという内容もあります。 

   私は町内で営業をされている事業者の経営が続くことを願うものであります 
が、町の健康を目的とする事業にあっては、納税者の立場から見て「美容、プ
レゼント」など会員拡大や営利目的については、公平性という点で疑問を感じ
ますが、見解を伺います。 

（２）教育委員会が所管する事業で町民等へ文化を提供する自主事業、文化講演会
が実施されています。令和３年度分以降に実施した演目を照会させていただき
ましたが、演劇などの舞台芸術、伝統文化、クラシック音楽系などが少ないよ
うに感じました。本格的な（プロフェッショナルな）文化、芸術を町民に提供
することは、教育委員会や文化ホールの重要な柱として位置付けしてほしいと
願っています。舞台ホールの利点、例えば音響の良さ等を活かした演目、ジャ
ンルも広げて、さまざまな住民ニーズに応える工夫が必要ではないかと考えま

すが見解を伺います。 
 

 


